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会  議  録 

会議の名称 第４回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会 

開 催 日 時 

令和４年４月 18日(月) 

    （午前・午後） １時 00分 開会 

    （午前・午後） ４時 10分 閉会 

開 催 場 所 茨木市立男女共生センター ローズ WAM 404・405 号室 

議 長 
山本 博史 氏 

（追手門学院大学 地域創造学部 地域創造学科 教授） 

出  席  者 

【評価委員】 

山本博史氏（学識経験者）、髙田和子氏（地域活動関係者）、 

板倉幸司氏（公募市民） 

（  ３人） 

【事務局】 

高崎市民協働推進課長、山本市民協働推進課市民活動係長、 

松井市民協働推進課職員              

                                （ ３人） 

                                                                  

【関連課】 

市民会館跡地活用推進課、長寿介護課、健康づくり課、社会教育振興課、商工労政

課、歴史文化財課 

                （  ６課） 

                           

開 催 形 態 原則公開（傍聴者１人） 

議 題 ( 案件 ) 
（１）概要説明および会議の公開・非公開の決定 

（２）提案者によるプレゼンテーション及び質疑応答 

配 布 資 料 

・第４回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会次第 

・令和４年度 チャレンジいばらき補助金申請事業一覧 

・応募関係書類（個人情報を含むため省略） 
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議 事 の 経 過 

発言者 議 題（案 件） ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

事務局 

 

山本委員長 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

山本委員長 

 

 

 

 

 

 

髙田委員 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

山本委員長 

 

 

 

 

髙田委員 

開会及びあいさつ 

 

公開・非公開の決定について（原則公開・会議録は要点筆記） 

本日の会議の概要説明 

 傍聴者入室許可（傍聴者入室） 

 

 ----------------------- プレゼンテーション開始 ----------------------- 

 

【自由テーマ型】 

 イベント「ピクニックアフタヌーン」の開催 

 てくてくぱくぱくのめ～る倶楽部 

  

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・人と人とのつながりが目標にもなってくると思う。金銭的な利益以外にどういっ

たところを目標としたいか。 

→ゆくゆくは市内の店舗の商品がどのように作られているか、ストーリー込みで工

夫して PRしていきたい。 

・どちらかというと市内の店舗の応援を対象にしているのか 

→市内の店舗の情報として市内の人にも参考にしてもらえればと考えているので、

市民・店舗どちらも対象である。 

・店側から広告料を取る気はないのか。 

→現時点では考えていない。こちらが情報提供してもらい、SNS 発信をする仕組み

で考えているため。そのような観点でも今後検討していきたい 

 

【自由テーマ型】 

笑顔をつくる！理想的な笑顔で、楽しんでいる笑顔で 

すこやかイノベーション 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・笑顔作りに関して、なぜ参加費を取らないのか。 

→まだ未決定だが、広く市民が参加しやすいという体制とするため、参加費は取ら

ない方向で考えている。 

 ・それだと、45 人に対してのみ市の税金を使っているという認識になる。 

→参加費については検討する。 

 ・講習会の開催時間は。 
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団体 

 

 

 

関連課 

 

 

山本委員長 

 

 

髙田委員 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

山本委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

山本委員長 

 

 

 

団体 

 

 

 

→１回あたり、1.5 時間～2時間でと考えている。 

 

【自由テーマ型】 

小さな料理人計画 

子育ち食育実行委員会 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・収支予算書に記載している動画作成について 

→個人情報に配慮して PR 動画としつつ、参加者へのフィードバックにも使用した

いと考えている。 

 ・子どもたちを対象に、とのことだが、どれくらいの年代を対象としているのか。 

→小学校４～６年くらいを考えている。 

 ・事業の広報について 

 →市民活動センター等を通して公共施設にチラシを配布し、SNS は Facebook での周

知を考えている。 

 

【自由テーマ型】 

赤ちゃんから高齢者まで嚥下力をつけ、心も身体も元気に！ 

嚥下トレーニング協会茨木支部 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・マイクを購入すると記載しているが、予定している会場は２回ともローズ WAM と

のことなので、施設で借用できるのでは。 

→承知した。音響設備がない会場であれば購入の必要があると考えていた。付帯設

備を使用する方向で考える。 

・確認だが、今回の提案公募として申請されている事業としては、対象内経費は

222,000 円で申請されているが、ワイヤレスマイク分を差し引き、197,000 円での

申請という形でよいか。 

→それで構わない。 

・冊子の配布箇所について。数が少ないと思うので、PDF 化して HPで掲載できると

よいと思う。 

→検討する。 

 

【自由テーマ型】 

食育講座 

特定非営利活動法人自然派食育・きちんときほん 
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関連課 

 

 

板倉委員 

髙田委員 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

山本委員長 

 

 

 

 

板倉委員 

 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

山本委員長 

 

 

 

 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・28 万円の費用を使って 40 名への波及となる。費用対効果を意識してほしい。 

・家庭教育学級で、魚さばきの講座は好評である。講師料が 3万円となるが、市と

教育委員会との協働により、団体の活動を広められると思う。 

→他市の学校の PTA の会には呼んでもらっている実績がある。市内でも展開できれ

ばと思う。 

 

【自由テーマ型】 

Locaco Project 

こどいち ～いばらきこどもいちば～ 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・当日スタッフについて 

→直接問い合わせがあった 2～3名に依頼する予定。 

・PA レンタルはどのように準備するのか。 

→主要メンバーに音楽が好きな人がおり、安くレンタルできるよう調整することが

できた。 

・事業の目的はモノづくりであるが、音響に費用がかなり掛かっているのではない

かと思う。 

→音楽に誘われて人が来るということもあり、BGM は大事であると考えている。 

・参加者はどれくらいを見込んでいるか。 

→出展者側が 36ブースなので、50 名ほど。来場者としては、昨年度実績で１日 200

～300 人ほどの出入りがあった。 

 

【自由テーマ型】 

作って演じる４コマ紙芝居教室 

特定非営利活動法人素材探検隊 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

 ・参加者を集める方法はどのように考えているか 

 →チラシを市内公共施設に配架予定。 

 ・枚数はどれくらいを考えているか。 

 →1,000 部用意しようと思っている。紙芝居の下書きのために、少し良い材質のも

のを考えている。 

 ・HP や SNS 等活用してもらえるよう作成すればよいのでは。 
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団体 

 

 

 

関連課 

 

 

山本委員長 

 

板倉委員 

 

 

 

 

 

 

 

関連課 

 

 

山本委員 

 

 

板倉委員 

 

髙田委員 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

板倉委員 

 →検討する。 

 

【自由テーマ型事業】 

あったか演劇甲子園大会 

NPO法人あったか演劇研究会・茨木支部 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

 ・茨木支部との違いは。また、本部からの資金提供があるのか。 

→今回は茨木支部が主体となってイベント開催をしたいと考えている。 

 ・参加者の目途はついているのか。 

→前回、予選会を合わせると 150 人、10チームのエントリーがあった。 

 今回も同程度を見込んでいる。 

 

【自由テーマ型事業】 

 歴史振興、交流事業 

 瀝青会 

  

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

 ・事業の継続性について 

→メンバーが団体立ち上げ当初から人数が増えている。現段階では大丈夫かと思

う。 

・交流会は何回行う予定か。 

→３回程度を予定している。 

 ・人数が想定を超えた場合はどうするか。 

 →他の部屋を借りる、もしくは他の会場に変えたいと考えている。 

 ・他の会場が取れないこともあるかもしれない。事業を行うにあたっていろんなこ

とを想定して計画された方が良いかと思う。 

  

 

【自由テーマ型事業】 

 茨鬼（いばらき）の魅力にハマる！～茨木の歴史と茨木童子のお話～ 

 特定非営利活動法人和の心 

  

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

 ・周知方法について 
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団体 

 

 

 

関連課 

 

 

山本委員長 

 

 

 

 

 

 

 

山本委員長 

 

 

 

山本委員長 

→公共施設への配架を考えている。 

・総額 26万とのこと。1名に 5,000 円以上かけるのであれば、参加できなかった方

にも内容を知ってもらえるような工夫を。 

→（ミニコミ誌、地域の新聞、地域のブログへの掲載等）広く知ってもらえる工夫

をする。 

 

 

【自由テーマ型事業】 

 みんなで作ろう！ボルダリング製作事業 

 一般社団法人茨木青年会議所 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・制作したボルダリングはどうするのか。 

→市内施設等に寄贈予定。 

・メンテナンスはどうするのか。 

→渡した相手にお願いする。 

 ・１回きりのイベントの形だと、事業の効果が一過性で終わってしまうと思う。工

夫が必要では。 

 →検討する。 

 

他に意見はないか。以上でプレゼンテーションを終了する。 

 

傍聴者退出 

 

事務局から連絡事項はないか。  

以上で、第４回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会は閉会とする。 


